
青森県立高等学校教育改革推進計画
第１期実施計画（案）に関する

中南地区懇談会
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本日の説明内容

１ 高校教育改革の背景

２ 青森県立高等学校教育改革推進計画 第１期実施計画(案)概要

第１ 第１期実施計画策定の経緯

第２ 学校・学科の充実

第３ 学校規模・配置

第４ 県民の理解と協力の下での県立高等学校教育改革の推進

３ 今後のスケジュール

本日の目的

① 第１期実施計画（案）の内容について御説明すること

② 第１期実施計画（案）について御意見をいただくこと

③ 今後のスケジュールについて御説明すること
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１ 高校教育改革の背景
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（１）背景

生徒の能力、適性、興味・関心、進路志望
等の多様化
（平成２８年の高校等進学率は９９％）

生徒の多様化

グローバル化・情報通信技術の進展、少子
高齢化の進行等社会の急速な変化

国の制度改正
高校教育、大学教育、大学入学者選抜の一
体的改革等の高校教育を巡る環境の変化

生徒数の減少
平成２９年３月から平成３９年３月までの
１０年間で約３，１００人の中学校卒業予
定者数の減少
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※中学校卒業（予定）者数は、各年３月。

平成２９年３月以降は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値。
学年は平成２９年４月１日現在

（２）県全体の中学校卒業予定者数の推移
（単位：人）

12,352 

9,197 

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

第３次【後期】

0

高
１

高
２

高
３

中
１

中
２

中
３

小
４

小
５

小
６

小
１

小
２

小
３

青森県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画 第２期実施計画

約２，２００人の減少

１０年間で約３，１００人の減少



6

（３）本県の未来を担う人財の育成

生きる力 本県が重視する力

確かな学力

豊かな心

健やかな体

逞しい心

学校から社会への円滑な移行に
必要な力

郷土に誇りを抱き、青森県の未
来を力強く支えようとする心

① これからの時代に求められる力

② 各高校の特色を生かした人財の育成

地域を支える
人財※

社会を牽引
する人財

産業の発展に
貢献する人財

※ 人財 … 「青森県基本計画未来を変える挑戦」（平成２５年１２月策定）等では「人は青森県にとっての
『財（たから）』である」という基本的考え方から、「人材」を「人財」と表記しており、青森県立高等学
校教育改革推進計画においても同様に表している。



7

（４）中学校卒業者数の減少へのこれまでの対応

（第１次実施計画～第３次実施計画【後期】）
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募集県立全日制高校数(各年度)

２次計画

△１，４４９人

△２９学級

３次計画[前期]

△１，３９３人

△３２学級

３次計画[後期]

△９７１人

△１９学級

１次計画

△３，４６６人

△５６学級

H11 H16 H20 H25 H29
＜募集停止＞
岩木高校 △２
弘前実業高校藤崎校舎

△１
＜学級減＞
弘前高校 △１
黒石高校 △１
弘前実業高校 △１

＜学級減＞
弘前南高校大鰐校舎△１
黒石高校 △１
柏木農業高校 △１
弘前実業高校藤崎校舎△１
黒石商業高校 △１
浪岡高校 △３
※東青地区へ

＜学級減＞
弘前高校 △１
弘前中央高校 △２
弘前南高校 △２
黒石高校 △１
浪岡高校 △２
弘前工業高校 △１
黒石商業高校 △１

＜募集停止＞
弘前南高校大鰐校舎 △１
尾上総合高校 △２
※定時制課程へ

＜学級減＞
岩木高校 △１
弘前工業高校 △１
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２ 青森県立高等学校教育改革推進計画
第１期実施計画(案)概要

第１ 第１期実施計画策定の経緯

第２ 学校・学科の充実

第３ 学校規模・配置

第４ 県民の理解と協力の下での県立高等学校教育改革の推進
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第１ 第１期実施計画策定の経緯

① 県立高等学校将来構想検討会議における検討

青森県立高等学校教育改革
推進計画

（平成３０年度～）

Ｈ２１ Ｈ２６ Ｈ２９

青森県立高等学校教育改革第３次実施計画

前期 後期

青森県立高等学校将来構想検討会議

◯平成２６年６月 設置、諮問

◯平成２７年７月 中間まとめ

◯平成２８年１月 答申

意見募集、地区懇談会

(目的)

社会の変化や生徒の急激な減少に対応し、

夢や志の実現に向けた知・徳・体を育むため

の県立高校の在り方を検討。

(委員構成)

大学、産業界、ＰＴＡ、報道、市町村、中

学校、高校等、様々な立場の延べ９３名の委

員により組織。

(会議回数)

約１年６ヶ月で延べ４３回開催。

（Ｐ１）

意見募集、地区懇談会
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第１ 第１期実施計画策定の経緯

② 答申を踏まえた基本方針の策定

◯平成２８年５月 基本方針（案）の公表

◯平成２８年８月 基本方針の決定

パブリック・コメント、地区懇談会

基本方針（平成30年度からおおむね10年間）
県立高校教育改革に関する基本的な考え方

（学校・学科の充実の方向性、学校規模・配置の考え方等）

地区ごとの具体的な学校規模・配置等

第１期実施計画
（平成30～34年度）

第２期実施計画
（平成35～39年度）

【青森県立高等学校教育改革推進計画】

（Ｐ１）
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地区意見交換会
◯平成２８年９月～平成２９年１月

委員からの意見 県内６地区×３回開催

【委員構成】
・市町村教育委員会教育長
・小中学校長等の学校教育関係者
・ＰＴＡ関係者
・産業界関係者等

【オブザーバー】
・県立学校長

◯平成２９年４月 第１期実施計画（案）公表

③ 地区意見交換会等の意見を参考とした実施計画の策定

市町村個別訪問
◯平成２８年１０月～平成２９年１月

市町村長及び市町村
教育委員会教育長への情報提供等

（県内４０市町村）

基本方針

パブリック・コメント、地区懇談会

（Ｐ２）第１ 第１期実施計画策定の経緯

充実した教育環境
の整備

各地域の実情への
配慮



12

【第１期実施計画（案）策定・公表までの取組】

年度 公表等 県民から意見を伺う機会

Ｈ２６ 県立高等学校将来構想検討会議 設置

Ｈ２７

中間まとめ（７月）

↓ 意見募集、地区懇談会、市町村訪問

答申（１月）

↓ 意見募集、地区懇談会、市町村訪問

Ｈ２８

基本方針（案）（５月）

↓ パブリック・コメント、地区懇談会

基本方針 決定（８月）

重点校、拠点校、地域校の試案 市町村訪問

↓ 地区意見交換会（９月～１月）

Ｈ２９

第１期実施計画（案）（４月）

↓ パブリック・コメント、地区懇談会

第１期実施計画 決定(７月予定)

Ｈ３０ 第１期実施計画 開始
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第２ 学校・学科の充実

１ 全ての高校に共通して求められる教育環境

（Ｐ３～４）

ア 課題の発見と解決に向けた
主体的・対話的で深い学びの実践

イ 社会人・職業人として自立するために
必要な能力や態度の涵養

◯ 主体的・対話的で深い学びを通して確
かな学力を身に付けることができるよう、

各授業等の充実
◯ 深い学びの視点に基づく探究型学習
◯ 他の高校との連携・協力による教育活

動や地域の教育資源を活用した教育活動
の推進

◯ 教員研修の充実

◯ 生徒一人一人が、自らの生き方を考え、
社会的・職業的自立ができるよう、学校
の教育活動全体を通じたキャリア形成へ
の取組

ウ ＩＣＴの活用による教育活動の充実 エ 発達障害等の特別な支援を
必要とする生徒への対応

◯ 学習指導におけるＩＣＴの適切な活用、
情報通信ネットワークを活用した生徒同
士の探究活動等

◯ 発達障害等の特別な支援を必要とする
生徒への対応として、特別支援学校との
連携の強化や通級による指導等への段階
的な取組
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※ 普通科等 … 普通科及び普通科系の専門学科（理数、
英語、外国語、スポーツ科学、表現の各学科）

◯ 各校の情報共有等により、大学等への進学や就職等、生徒の幅広い

進路志望に対応するとともに、特色ある教育活動を充実

◯ 各地域の実情に応じた教育活動や各校の特色を生かしたグローバル

人材・科学技術人材の育成に向けた取組等を推進

各校の教育環境の充実

２ 全日制課程 － 普通科等※

（Ｐ５）第２ 学校・学科の充実
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（目的）県全体の普通科等における教育の質の確保・向上

（役割）普通科等における特色ある取組をリード

（取組）

・選抜性の高い大学への進学に対応した取組とともにグローバル教育や

理数教育等の特定分野における先進的な取組等

・重点校が実施する教育活動への各校の生徒の参加や学習成果の共有等
の連携により、生徒の進路志望の実現に向けた確かな学力の育成に積

極的に取り組むことができる体制を整備

普通科等の重点校

地 区 東青 西北 中南 上北 下北 三八

重点校 青森高校 五所川原高校 弘前高校 三本木高校 田名部高校 八戸高校

◯ 生徒の興味・関心や進路志望等の多様化に対応し、地域が求める人財

を育成するため、田名部高校に単位制※を導入

◯ その他の重点校に併設型中高一貫教育を第２期以降の実施計画におい

て導入すること等について検討 ※ 単位制 … 学年による教育課程の区分を設けず、
決められた単位を修得すれば卒業が認められる制度

２ 全日制課程 － 普通科等

（Ｐ５）第２ 学校・学科の充実
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重点校と各高校との連携イメージ

〈各校の生徒の参加〉
○進路講演会
○ＯＢの大学生や社会人等
との懇談会

○医学部医学科及び難関大
学進学に向けた学習会

〈生徒同士の協働的な学習〉
○進路に対する意識の向上を
目指した進路探究と自己理
解のためのグループ協議

〈グローバル・理数教育〉
○英語コミュニケーション能
力の向上に関する研究会

○グローバル教育・理数教育
に関する研究成果発表会等

〈教員の連携〉
○選抜性の高い大学への進学
に対応した合同研修会

○進路指導・小論文・面接指
導等に関する研究会・講演
会

○他県進学校との情報交換会
への参加による情報共有

重点校と各校が連携しながら、県全体の
普通科等における教育の充実を図ります。

重点校

連携校
（普通科の高校）

連携校
（総合学科の高校）

青森高校

弘前高校

五所川原高校

田名部高校

三本木高校

八戸高校

※ 重点校と連携し
た取組を行う高校
を連携校とします。

教育課程に基づく教科・科

目は、各学校において学習し、
日頃の学習成果の発表や資格
取得の講習等については長期
休業等を活用して連携します。

２ 全日制課程 － 普通科等

第２ 学校・学科の充実

（平成２９年度に生徒を募集した高校）
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学科改編等

２ 全日制課程 － 普通科等

英語科

対 象 校 三沢高校、田名部高校

実施年度 平成３０～３４年度

改編内容

◯ 中学生のニーズ等を踏まえながら、高校卒業後の幅広い進

路選択に対応するため、英語科を普通科に改編

◯ これまでの英語科における異文化・国際理解に関する学習

を学校全体で発展的に引き継ぎ

（Ｐ６）第２ 学校・学科の充実

【その他の普通科等の学科】

◯ 理数科、外国語科、スポーツ科学科、表現科については、引き続き、

専門学科としての役割、中学生のニーズ等を十分に検証し、その結果に

応じて見直し
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２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科※

※ 職業教育を主とする専門学科 … 農業、工業、商業、
水産、家庭、看護等の各学科

◯ 職業人として求められる基礎的・基本的な知識・技能に加え、職

業の多様化に対応できる資質・能力、高校卒業後も学び続ける態度

を身に付けることができる教育環境を整備するとともに、特色ある

教育活動を充実

◯ 学校の特色を生かして、地域や社会が抱える様々な課題に積極果

敢に挑戦し、本県はもとより、国内外の産業の発展に貢献できる人

財の育成に向けた取組を推進

各校の教育環境の充実

（Ｐ７）第２ 学校・学科の充実
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学 科 農業科 工業科 商業科

拠点校

五所川原農林高校

三本木農業高校
（上北地区統合校）

青森工業高校

弘前工業高校

八戸工業高校

青森商業高校

２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

（目的）県全体の職業教育を主とする専門学科における教育の質の確保・向上

（役割）各校の生徒が専門的な学習を深めることができる学習の拠点

（取組）拠点校が実施する教育活動への各校の生徒の参加や学習成果の共有等

の連携を図るとともに、大学との接続を視野に入れた取組や地域、企

業等と連携・協力することにより、高度な知識・技能を身に付けた専

門的職業人の育成に積極的に取り組むことができる体制を整備

職業教育を主とする専門学科の拠点校

（Ｐ７）第２ 学校・学科の充実
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五所川原
農林高校

三本木
農業高校

＜学校間の交流学習＞
◯拠点校の施設・設備を

活用した交流学習
◯農業クラブや各種行事

等を通した交流学習＜各校の生徒の参加＞
◯測量士補、毒物劇物取扱

責任者等の資格取得講習会
◯県内外における農産物販売

活動の合同開催

＜各校の教員の参加＞
◯熟練技能者による食品
製造等の技術研修会

◯専門分野に関する知識
・技術の習得に向けた
県内外の合同視察

＜各校の生徒・教員の参加＞
◯６次産業化の推進等に関す
る研究の成果発表会

◯専門分野の共通テーマに基
づいた共同研究

拠点校と各農業高校が連携しながら、
県全体の農業教育の充実を図ります。

教育課程に基づく教科・
科目は、各学校において学
習し、日頃の学習成果の発
表や資格取得の講習等につ
いては長期休業等を活用し
て連携します。

連携校
（農業高校）

※ 拠点校と連携し
た取組を行う高校
を連携校とします。

拠点校

２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

拠点校と各高校との連携イメージ

＜農業科＞

第２ 学校・学科の充実

（平成２９年度に生徒を募集した高校）
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２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

拠点校と各高校との連携イメージ

＜工業科＞

＜各校の生徒の参加＞
◯熟練技能者によるアーク
溶接等の技術者養成講座

弘前工業高校

八戸工業高校＜教育資源の活用＞
◯拠点校の施設・設備
を活用した生徒実習

拠点校と各工業高校が連携しながら、
県全体の工業教育の充実を図ります。

連携校
（工業高校）

＜各校の生徒・教員の参加＞
◯地域貢献に向けたものづくり
等に関する研究の成果発表会

◯産学官と連携した共同研究

＜各校の教員の参加＞
◯熟練技能者による
レーザー加工等の
技術研修会

◯拠点校の施設・設備
を活用した合同研修

青森工業高校

教育課程に基づく教科・
科目は、各学校において学
習し、日頃の学習成果の発
表や資格取得の講習等につ
いては長期休業等を活用し
て連携します。

※ 拠点校と連携し
た取組を行う高校
を連携校とします。

拠点校

第２ 学校・学科の充実

（平成２９年度に生徒を募集した高校）
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２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

拠点校と各高校との連携イメージ

＜商業科＞

拠点校

連携校
（商業高校）

＜各校の生徒の参加＞
◯ビジネスに関する豊富
な経験や実績を有する
起業家による講演会

＜各校の生徒の参加＞
◯簿記、情報処理等の
資格取得講習会

◯アプリ開発等の情報
系人材育成講座

＜各商業高校の教員の連携＞
◯商業部会研究委員会による
授業用教材の開発と共有

◯ 拠点校と各商業高校が連携しながら、
県全体の商業教育の充実を図ります。

◯ 各商業高校は拠点校とともに、商業
科目を学習する普通科、総合学科等を
含めた商業教育を牽引します。

教育課程に基づく教科・
科目は、各学校において学
習し、日頃の学習成果の発
表や資格取得の講習等につ
いては長期休業等を活用し
て連携します。

※ 拠点校と連携し
た取組を行う高校
を連携校とします。

＜各校の教員の参加＞
◯プログラミング教育
等の指導力向上研修会

＜各校の生徒・教員の参加＞
◯海外にもビジネスを展開
している企業の視察

◯産学官と連携した共同研究青森商業高校

商業科目を学習する学校
（普通科、総合学科等）

第２ 学校・学科の充実

（平成２９年度に生徒を募集した高校）



２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

学科改編等

農業科

対 象 校 農業科を設置する高校

実施年度 平成３０年度～平成３４年度

改編内容

◯ 環境保全型農業の実施や農業の６次産業化等、これからの農業経営に必要な力を身に付

け、農業や農業関連産業を通して、地域や社会の健全で持続的な発展を担う人財を育成

（Ｐ８）第２ 学校・学科の充実

学校名 Ｈ２９の学科 → 学科改編等 学校名 Ｈ２９の学科 → 学科改編等

生物生産科 植物科学科 （変更なし）

森林科学科 動物科学科 （変更なし）

環境土木科 農業機械科

食品科学科 環境土木科

生物生産科 農業経済科 → 食品科学科

環境工学科 生物生産科

食品科学科 園芸科学科

生活科学科 環境システム科 （変更なし）

弘 前 実 業 高 校 農業経営科 →

募集停止

（柏木農業高校

　に集約）

（変更なし）

（変更なし）

三本木 農業 高校

(上北地区統合校)

名久井 農業 高校

→ 環境工学科

→ 生物生産科

五所川原農林高校

第２期の見通し：中学校卒業予定者数の減少等に対応し、更なる再編が必要になるものと見込まれます。

柏 木 農 業 高 校
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２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

第２ 学校・学科の充実

（中南地区における農業教育の充実に向けた教育環境の整備）

【青森県立高等学校将来構想について（答申） 】

◯ 地区の複数校に設置している農業科及び商業科は、生徒数が急激

に減少する中にあっても教育活動を充実させるため、集約化を検討

する必要がある。

【中南地区における農業科の考え方】

◯ 弘前実業高校農業経営科における学習内容を柏木農業高校に集約

することにより、生徒数が減少する中にあっても中南地区における

農業教育の一層の充実を図る。



工業科

対 象 校 工業科を設置する高校

実施年度 平成３０年度～平成３４年度

改編内容

◯ 職業の多様化に対応できる資質・能力及び高度な技術を身に付け、ものづくりを通して、

地域や社会の健全で持続的な発展を担う人財を育成
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２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

学科改編等

（Ｐ９）第２ 学校・学科の充実

学校名 Ｈ２９の学科 → 学科改編等 学校名 Ｈ２９の学科 → 学科改編等

機械科 機械・ｴﾈﾙｷﾞｰ科 （変更なし）

電子機械科 電気科 （変更なし）

電気科 （変更なし） 電子科

電子科 （変更なし） 電子機械科

情報技術科 （変更なし） 建築科 （変更なし）

建築科 （変更なし） 機械科 （変更なし）

都市環境科 （変更なし） 電気科

機械科 （変更なし） 電子科

電気科 （変更なし） 設備・ｴﾈﾙｷﾞｰ科 （変更なし）

電子機械科 機械科

情報技術科 電子機械科

機械科 （変更なし） 電気科 （変更なし）

電気科 （変更なし） 電子科

電子科 （変更なし） 情報技術科

情報技術科 （変更なし） → 土木科

土木科 （変更なし） → 建築科

建築科 材料技術科 （変更なし）

インテリア科

五所川原工業高校

(西北地区統合校)
→

→

電子機械科→

建築科→

→ 電子科

機械科

十和田 工業 高校

む つ 工 業 高 校

八 戸 工 業 高 校

土木建築科
(土木ｺｰｽ・建築ｺｰｽ)

電子科→

電気科→

機械科

青 森 工 業 高 校

弘 前 工 業 高 校
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２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

【弘前工業高校における学科改編の考え方】

◯ インテリア科を建築科に統合し、建築物の設計や建築工事等に加え、

インテリア施工等に関する学習の充実を図る。

第２ 学校・学科の充実

（弘前工業高校［工業科拠点校］における教育環境の整備）

【青森県立高等学校教育改革推進計画 基本方針】

◯ 工業科の拠点校においては、基幹となる学科（機械、電気、電子、

建築、土木）を中心とした学科構成により、基礎的・基本的な知識・

技能に加え、新しい技術を学習できる環境を整備します。



商業科

対 象 校 商業科を設置する高校

実施年度 平成３０年度～平成３４年度

改編内容

◯ 経済のサービス化・グローバル化、ＩＣＴの急速な進展に対応できる資質・能力等を身

に付け、ビジネスを通して、地域や社会の健全で持続的な発展を担う人財を育成
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２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

学科改編等

（Ｐ１１）第２ 学校・学科の充実

学校名 Ｈ２９の学科 →

商業科

情報処理科

商業科

情報処理科

商業科

情報処理科

情報デザイン科 →

商業科

情報処理科

十 和 田 西 高 校 観光科 →

商業科

国際経済科 →

情報処理科

※　第３次実施計画【後期】に基づき、平成３０年度に募集停止することとしています。

黒 石 商 業 高 校

学科改編等

（変更なし）

弘 前 実 業 高 校

青 森 商 業 高 校

　募集停止

（弘前実業高校に集約）

　募集停止

（中南地区統合校に学習内容を引き継ぎ）

→

（変更なし）

八 戸 商 業 高 校

（変更なし）

　募集停止

（上北地区統合校に学習内容を引き継ぎ）

（変更なし）

　募集停止※

（変更なし）

三 沢 商 業 高 校
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２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

第２ 学校・学科の充実

（中南地区における商業教育の充実に向けた教育環境の整備）

【青森県立高等学校将来構想について（答申） 】

◯ 地区の複数校に設置している農業科及び商業科は、生徒数が急激

に減少する中にあっても教育活動を充実させるため、集約化を検討

する必要がある。

【中南地区における商業科の考え方】

◯ 黒石商業高校の商業科及び情報処理科における学習内容を弘前実

業高校に集約し、地域資源を活用しながら、中南地区における商業

教育の一層の充実を図る。

○ 黒石商業高校の情報デザイン科における学習内容は、中南地区統

合校に引き継ぎ、マーケティング活動等に活用できるデザインに関

する学習の充実を図る。
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２ 全日制課程 － 職業教育を主とする専門学科

【その他の職業教育を主とする専門学科】

◯ 水産科、家庭科、看護科については、引き続き、専攻科を含む各

学科の充実を図るととともに、中学生のニーズ等を十分に検証し、

その結果に応じて、各専門分野の基礎・基本を重視した学科への見

直し

（Ｐ１２）第２ 学校・学科の充実
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２ 全日制課程 － 総合学科

総合学科

対 象 校 総合学科を設置する高校

実施年度 平成３０年度～平成３４年度

取組内容

◯ 各校の課題研究における成果等を共有し、特色ある

教育活動を充実

◯ 多様な選択科目の充実を図るため、引き続き、地域

の社会人や有識者を講師として積極的に活用

◯ 特色ある教育活動の充実を図るため、引き続き、系

列※の在り方について各校と検討し、見直し

（Ｐ１３）

※ 系列 … 生徒の科目選択の参考となるように関連する科目をまとめたもの（総合選択科目群）

第２ 学校・学科の充実

系列の見直し
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３ 定時制課程・通信制課程

定時制課程の充実

対 象 校
北斗高校、五所川原高校、尾上総合高校、三沢高校、
田名部高校、八戸中央高校

実施年度 平成３０年度～平成３４年度

取組内容

◯ スクールソーシャルワーカー等専門スタッフによるよりき

め細かな支援体制の整備等、教育環境を充実

◯ 夜間定時制課程について、引き続き、生徒のニーズ等を踏

まえ、地区全体の視点から在り方を検討

工業科の見直し

対 象 校 青森工業高校、弘前工業高校、八戸工業高校

実施年度 平成３３年度

取組内容

◯ 入学者数が大幅に減少し、教育環境の維持が困難となって

いる工業技術科を募集停止

◯ 工業技術科の募集停止後にあっても、引き続き、他の定時

制課程において、職業教育に関する専門科目の充実を図ると

ともに、高校教育を受ける機会を確保

（Ｐ１４）第２ 学校・学科の充実
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３ 定時制課程・通信制課程

（Ｐ２８）第３ 学校規模・配置 － 定時制課程・通信制課程

定時制課程における学校配置
（単位：学級）

第３次

Ｈ２９ Ｈ３４ 期間内増減

普通・午前部 １ １

普通・午後部 １ １

普通・夜間部 １ １

工業 １ ０ △１ H33募集停止、H35年度末閉課程

普通 １ １

総合・Ⅰ部 １ １

総合・Ⅱ部 １ １

総合・Ⅲ部 １ １

工業 １ ０ △１ H33募集停止、H35年度末閉課程

普通 １ １

普通 １ １

普通・午前部 １ １

普通・午後部 １ １

普通・夜間部 １ １

工業 １ ０ △１ H33募集停止、H35年度末閉課程

１５ １２ △３

備　考

計

八戸中央

八戸工業

五所川原

尾上総合

弘前工業

三沢

田名部

           年度・学級数等

学校・学科

第１期

北斗

青森工業
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３ 定時制課程・通信制課程

通信制課程の充実

対 象 校 北斗高校、尾上総合高校、八戸中央高校

実施年度 平成３０年度～平成３４年度

取組内容
◯ ＩＣＴを活用した教育方法の導入に向けて検討し、教育環

境を充実

高校入学後の進路変更への対応

対 象 校 北斗高校、尾上総合高校、八戸中央高校

実施年度 平成３０年度～平成３４年度

取組内容

◯ 北斗高校において、後期入学や年度中途からの転入学・編

入学等、高校入学後の進路変更に対応

◯ 北斗高校における実施状況を検証した上で、生徒のニーズ

を踏まえ、他校においても段階的に取組

（Ｐ１５）第２ 学校・学科の充実
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３ 定時制課程・通信制課程

（Ｐ２８）第３ 学校規模・配置 － 定時制課程・通信制課程

通信制課程における学校配置
（単位：人）

第３次

Ｈ２９ Ｈ３４ 期間内増減

普通 ２００ ２００

普通 １５０ １５０

普通 １５０ １５０

５００ ５００ ±０

           年度・募集人員等

学校・学科

第１期

八戸中央

計

北斗

尾上総合

備　考
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（計画的な学校規模・配置に当たっての観点）

【各地区における中学生の進路の選択肢の確保】高
校
教
育
を
受
け
る

機
会
の
確
保

幅広い進路選択に
対応する高校

選抜性の高い大学への
進学に対応する高校

実践的な職業教育に
対応する高校

【通学環境への配慮】

地理的な要因から高校への通学が困難な地域が新たに生じないよう配慮

充
実
し
た

教
育
環
境
の
整
備

≪学校規模の標準≫

（普通科等の重点校）

１学年当たり

６学級（２４０人）
以上

（職業教育を主とする
専門学科の拠点校）

一つの専門学科で
１学年当たり
４学級（１６０人）

以上

（基本となる学校）

１学年当たり

４学級（１６０人）
以上

※

※ １学年当たり４学級（１６０人） … １学級の定員を３５人とする学級編制の弾力化を実施し
ている学校にあっては１４０人以上。

◆一定の学校規模を維持することにより、本県高校教育全体の質の確保・向上

第３ 学校規模・配置 ー 全日制課程
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（高等学校卒業後の進路状況）

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

（学校基本調査及び高等学校等卒業者の進路状況調査より）

20.3

43.7

57.8

33.0

54.7

17.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

S26 S31 S36 S41 S46 S51 S56 S61 H3 H8 H13 H18 H23 H28

大学等進学(青森県)

就職(青森県)

大学等進学(全国)

就職(全国)

平元

平28平13
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（学校規模による科目の開設状況等）

【学校規模による科目の開設状況の違い】

（平成２８年度学校要覧を基に高等学校教育改革推進室において作成）

普通科

物
理
基
礎

物
理

化
学
基
礎

化
学

生
物
基
礎

生
物

地
学
基
礎

地
学

科
学
と

　
人
間
生
活

１学級規模 ○ ○ △ ◇ ○

２～３学級規模 ○ ◇ ◎ ○ ◎ ○ △ ◇

４～５学級規模 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ △

６～７学級規模 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◇

｢◎｣ … 全校で開設、｢○｣ … 3/4以上の学校で開設、｢◇｣ … 1/2以上の学校で開設、｢△｣ … 1/3以上の学校で開設

普通科

世
界
史
Ａ

世
界
史
Ｂ

日
本
史
Ａ

日
本
史
Ｂ

地
理
Ａ

地
理
Ｂ

現
代
社
会

倫
理

政
治
・
経
済

１学級規模 ○ ○ △ △ ◎ ◇

２～３学級規模 ◎ ◇ ○ ◇ ◇ ◎ ◇

４～５学級規模 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ △ ○

６～７学級規模 ◎ ○ ○ ◎ ◇ ◎ ◎ ○ ◎

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程
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【学校規模による部活動設置状況の違い】

（平成２８年度学校要覧を基に高等学校教育改革推進室において作成）

硬
式
野
球

陸
上
競
技

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル

バ
レ
ー

ボ
ー

ル

テ
ニ
ス

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ハ
ン
ド
ボ
ー

ル

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
球

サ
ッ

カ
ー

ラ
グ
ビ
ー

剣
道

柔
道

弓
道

空
手
道

水
泳

フ
ェ

ン
シ
ン
グ

平
均
設
置
部
数

１学級規模 ◇ △ ◇ ○ △ △ △ ４．８部

２～３学級規模 ◎ ○ ◎ ○ ◇ ◇ ◇ △ ◇ ７．５部

４～５学級規模 ◎ ◎ ◎ ◎ ◇ ◇ ○ ◇ ○ ◎ ○ ◎ ◇ △ △ １３．２部

６～７学級規模 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ △ ○ ◎ ○ ◎ △ ○ ◇ ○ ◇ ○ １５．８部

運動部

書
道

美
術

写
真

茶
道

華
道

音
楽

吹
奏
楽

演
劇

Ｊ
Ｒ
Ｃ

放
送

文
学

家
庭
・
家
政
系

自
然
科
学
等

囲
碁
・
将
棋

パ
ソ
コ
ン
等

商
業
・
簿
記
等

平
均
設
置
部
数

１学級規模 △ ◇ ◇ ○ △ ３．４部

２～３学級規模 △ △ △ ◇ △ △ △ ４．３部

４～５学級規模 ◇ ○ △ ◇ △ ○ ◇ △ ◇ △ ９．０部

６～７学級規模 ○ ◎ ○ ○ ◇ △ ◇ ○ ◇ ◇ ○ ◇ △ １２．５部

｢◎｣ … 全校で設置、｢○｣ … 3/4以上の学校で設置、｢◇｣ … 1/2以上の学校で設置、｢△｣ … 1/3以上の学校で設置

文化部

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

（学校規模による科目の開設状況等）
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（学校配置の考え方）

① 学校規模の標準を踏まえ、６地区ごとに中学校卒業
予定者数の推移、中学生のニーズ等に対応した計画的

な学校配置

② 生徒にとって必要な学科の選択肢を確保するため、
異なる学科の高校の統合による複数の学科を有する高
校の設置の検討

③ 公共交通機関の利便性等を考慮

④ 重点校を各地区に配置し、農業科・工業科・商業科
の拠点校を全県的なバランスを考慮して配置

⑤ 学校規模の標準を満たさない高校のうち、募集停止
等により高校への通学が困難な地域が新たに生じるこ
ととなる高校については、地域における通学状況を考
慮した上で地域校として配置

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程
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【平成２９年度（第３次実施計画最終年度）に生徒を募集した高校】

普通科等の高校
職業教育を主と
する専門学科の
高校
総合学科の高校

（中南地区における高校の配置状況）

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

黒石商業高

黒石高

尾上総合高

柏木農業高

弘前工業高

弘前高

弘前南高 弘前実業高

弘前中央高
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（中南地区における中学校卒業予定者数の推移）

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

（人） （学級）

H25までの増減（対H20)

第２期実施計画第３次実施計画【前期】 第３次実施計画【後期】

H29までの増減（対H25）

中学校卒業(予定)者数 △272人 △298人

県立高等学校教育改革 県立高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画

学　　　 級 　　　数 △5学級 △6学級

H39までの増減（対H34）

△274人

※中学校卒業(予定)者数は、各年３月。

　平成２９年度以降は、平成２８年５月１日現在の児童生徒数をもとに県教育庁高等学校教育改革推進室において推計。

※平成２９年度の学級数は、県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】によるもの。

　平成３０年度以降の学級数は、これまでの高等学校進学率、他県・他地区との流出入等の状況を勘案し、算出。

H34までの増減（対H29）

△435人

△5学級～△6学級 △4学級～△5学級

△9学級～△10学級

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

(高3)

H28

(高2)

H29

(高1)

H30

(中3)

H31

(中2)

H32

(中1)

H33

(小6)

H34

(小5)

H35

(小4)

H36

(小3)

H37

(小2)

H38

(小1)

H39

学級数 55 55 55 51 51 50 48 45 45 44 39 35

中学校卒業（予定）者数 3,122 3,067 3,150 2,838 2,893 2,850 2,717 2,570 2,561 2,552 2,354 2,338 2,182 2,053 2,117 1,966 1,940 1,959 1,793 1,843

3,122人

2,850人

2,552人

2,117人

1,843人

0
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40
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60

70

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

(平成29年4月1日現在の学年)

１０年間で７０９人の減少

４３５人の減少
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（中南地区における地区意見交換会の
委員の意見に基づく学校配置シミュレーション）

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

シミュレーション１

【平成２９年度に生徒を募集する全ての高校を配置する場合】

◯ 高校がなくなると地域の元気がなくなり、人が集まらなくなってしまう

ので、地域づくりとともに高校の配置も考えれば良いのではないか。

○ 小規模校になればなるほど、よりきめ細かな指導ができるというものの、

より多くの生徒たちと関わり、様々な個性や多様な価値観に触れることや

自立に向けて集団生活を通したいろいろな経験を積み重ねること等が難し

くなっていくと思う。充実した教育環境のためにはお互いに切磋琢磨する

という意味においても、統廃合により基本となる学校規模である１学年４

学級以上での学校配置を進めてもらいたい。
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第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

（中南地区における地区意見交換会の
委員の意見に基づく学校配置シミュレーション）

シミュレーション２

【中南地区に農業科、工業科、商業科の拠点校を配置する場合】

◯ 地区内に施設・設備の充実した拠点校があれば学習の幅が広がる。

◯ 拠点校を複数指定した場合、学級減を行う対象校の範囲が狭まり、結果と

して普通科の学校が少ない中南地区では、更に普通科の学校に影響が出る。

シミュレーション３

【黒石高校と黒石商業高校を統合して新設校を配置する場合】

◯ 子どもたちの多様な進路希望に応えることのできる学校配置を目指す意味

から、黒石高校と黒石商業高校の統合は良いことだと思う。

◯ 黒石高校、黒石商業高校ともに存続してほしいというのが市民の感情だと

思うが、生徒数の減少を考えるとやむを得ない。黒石市内の中学校卒業者数

が、１０年間で約１００人減少すること等について、中学校等に丁寧に説明

すれば、黒石市民も理解できるのではないか。
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（中南地区における各校の学校規模）

（Ｐ２０）第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

（単位：学級）

第３次

Ｈ２９ Ｈ３４ 期間内増減

普通 ６ ６ (普通)

普通 ６ ６ (普通)

普通 ６ ６ (普通)

普通 ３ ＋３

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ １ ＋１

看護 １ ＋１

普通 ３ ０ △３

看護 １ ０ △１

黒石商業 商業 ４ ０ △４ H32募集停止、H33年度末閉校

農業 ４ ４ (生物生産､環境工学､食品科学､生活科学)

工業 ７ ６ △１ (機械､電気､電子､情報技術､土木､建築)

農業 １ ０ △１ 募集停止

商業 ３ ３ (商業､情報処理)

家庭 ２ ２ (家庭科学､服飾ﾃﾞｻﾞｲﾝ)

ｽﾎﾟｰﾂ科学 １ １ (ｽﾎﾟｰﾂ科学)

４４ ３９ △５

弘前中央

黒石 H32募集停止、H33年度末閉校

弘前南

中南地区統合校
H32募集開始

(普通､情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ､看護)

柏木農業

弘前工業

弘前実業

計
第２期の見通し：中学校卒業予定者数の減少等に対応し、更なる再編が必要になるものと見込まれます。

           年度・学級数等

学校・学科

第１期 備　考

（　）内はＨ３４の学科構成を示す。

弘前
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（中南地区における学校規模・配置の考え方）

中学校卒業予定者数は平成３４年度までに４３５人減少 → ５学級減

◯ 弘前高校を普通科等の重点校とし、弘前工業高校を工業科の拠点校とする。

◯ 地区の学校配置の状況、志願・入学状況や通学環境等を踏まえ、平成３２
年度に黒石高校、黒石商業高校を統合し、学校規模を維持するとともに、普
通科、情報デザイン科及び看護科における学びの選択肢を確保する。

また、統合後の学校は５学級規模とし、交通の利便性等を考慮し、黒石高
校の校舎を使用する。

なお、情報デザイン科における学習内容の引継方法（学科、コース等）に

ついては、開設準備委員会で検討する。

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

対 象 校
黒石高校（普通科３学級、看護科１学級（専攻科１学級））
黒石商業高校（商業科４学級：商業・情報処理・情報デザイン）

実施年度 平成３２年度

学科構成
普通科３学級

情報デザイン科１学級
看護科１学級（専攻科１学級）
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（中南地区における学校規模・配置の考え方）

◯ 地区の普通科等、職業教育を主とする専門学科の選択肢を確保するととも

に、中学校卒業予定者数、志願・入学状況等を考慮し、学校規模の標準を踏

まえ、弘前高校、弘前中央高校、弘前南高校、弘前工業高校、弘前実業高校

をそれぞれ６学級規模とし、柏木農業高校を４学級規模として配置する。

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程
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（中南地区における統合校の方向性）

（Ｐ２１）第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

◯ 普通科：大学進学や就職に向けた教育課程を編成し幅広い進路志望に

応じた教育等への取組

◯ 情報デザイン科、看護科及び専攻科
：これまでの学習内容を引き継ぐとともに、地域と連携した教

育活動を充実

◯ 普通科、情報デザイン科、看護科を併設するメリットを最大限に活用
し、普通科の生徒のキャリア教育の充実、情報デザイン科の生徒の大学

進学等へ向けた基礎学力の向上や看護科の生徒の専攻科修了後の大学編
入等に学校全体で取り組み、多様な進路志望に対応

【統合校における教育活動】

◆ 社会の一員として地域づくりに意欲的に参画する人財

◆ マーケティング活動等に活用できるデザインに関する専門的な知識・

技能を身に付け、地域経済の発展に貢献する人財

◆ 看護に関する専門的な知識・技能を身に付け、地域医療を支える人財

【目指す人財像】
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（黒石市立中学校卒業者の進路状況）

第３ 学校規模・配置 － 全日制課程

44.7% 44.4% 44.2%38.0% 41.2% 47.1% 46.3% 41.7%

85 81 92 92 90 74 66 64

403 403

367
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408
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339
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89
74 86
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80.0%

100.0%
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100人

200人
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H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

黒石高校 黒石商業高校 弘前高校

弘前中央高校 弘前南高校 弘前工業高校

弘前実業高校 その他の管内県立高校 管内私立高校

市内高

校の割合
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（計画的な統合に当たっての留意事項）

① 統合の対象となる学校に入学した生徒は、入学した学校で学び、卒

業することを基本とする。

② 統合の対象となる学校の教育活動を維持できるよう、教育課程の実

施等に要する適正な教職員配置とともに学校行事をはじめとする特別

活動や部活動等の生徒の活動の場の確保に努める。

③ 統合の対象となる学校の関係者等で構成する開設準備委員会をあら

かじめ設置し、統合校の教育活動の充実に向け、統合校の新たな名称、

教育活動、目指す人財像等について検討するとともに、統合の対象と

なる学校間における連携や各校のあゆみを伝えるための資料の展示等

について協議する。

④ 統合の対象となる学校の卒業生に係る卒業証明書等の発行や指導要

録、沿革に係る資料の保存・管理等は、統合校が引き継ぐ。

（Ｐ２７）第３ 学校規模・配置 － 全日制課程
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第４ 県民の理解と協力の下での
県立高等学校教育改革の推進

１ 推進計画の進捗管理

◯ 高校教育を巡る環境の変化や中学校卒業者数の見込み、生徒の志願・

入学状況等を確認の上、第１期実施計画の取組状況について検証し、必

要に応じて実施計画を見直し

◯ これまで翌年度分を公表してきた募集人員について、中学生が見通し

を持って進路選択できるよう、翌々年度分の見込みを含め公表

２ 第２期実施計画の策定

◯ 第２期実施計画の策定に当たっては、地区意見交換会を開催するなど、

地域の意見を聴取しながら検討し、平成３３年度の決定を目指す。

（Ｐ３０）
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３ 今後のスケジュール
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【第１期実施計画決定までのスケジュール】

年度 公表等 県民から意見を伺う機会

Ｈ２６ 県立高等学校将来構想検討会議設置

Ｈ２７

中間まとめ（７月）

↓ 意見募集、地区懇談会、市町村訪問

答申（１月）

↓ 意見募集、地区懇談会、市町村訪問

Ｈ２８

基本方針（案）（５月）

↓ パブリック・コメント、地区懇談会

基本方針 決定（８月）

重点校、拠点校、地域校の試案 市町村訪問

↓ 地区意見交換会（９月～１月）

Ｈ２９

第１期実施計画（案）（４月）

↓ パブリック・コメント、地区懇談会

第１期実施計画 決定(７月予定)

Ｈ３０ 第１期実施計画 開始
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E-KAIKAKU@pref.aomori.lg.jp 

これから高校に入学するお子さんたちに直接かかわる
ことです。
ぜひ、皆様のご意見をお聞かせください！

第１期実施計画（案）に関するパブリック・コメントを実施中です

□□□

〒０３０－８５４０ 青森市新町２－３－１

青森県教育庁高等学校教育改革推進室

ＦＡＸ ０１７－７３４－８００３

青森県 高校改革 検索

＜６月５日（月）まで＞

http://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/education/
kenritukoutougakkoukyouikukaikaku.html
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本日は、地区懇談会に御出席いただき、

ありがとうございました。


